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はじめに
　ウルズラ・ブルクハルトは，日本ではほとんど無名に近い（1）が，1930年スイスのバーゼルで
生まれた全盲の女流作家である。著書に付された，伝記メモ（2）やスイスの童話作家ヤーコプ・
シュトライトの序文（3）によれば，彼女の簡単な経歴は次のようになる。大学で独文学，英文学，
ロシア文学を修めた後，スイス・ドルナハのゲーテアーヌムでシュタイナー教育を学ぶ。その後，
治療教育者として幼稚園などで働く。18年間にわたってバーゼルのラジオ局で視覚障害者のた
めの番組制作に携わる。また長年にわたってメルヘン研究の講座を開いている。現在はバーゼル
在住，主に作家として活動している。
　彼女の作品は詩，メルヘン，エッセイと多岐にわたるが，特筆すべきは，経歴にも見られるよ
うに，ルドルフ・シュタイナー（1861―1925）が創設した人智学（Anthroposophie）との関わり
である。本稿では彼女のメルヘン『ツィトリーン』を取り上げ，そこに表れている人智学的理念
に基づく世界観を探っていく。当然ながら，それは芸術作品のイデオロギーへの還元ではなく，
理念がいかにして芸術的表象に結実しているかを探る作業である。
1 ．光への憧れ
　ウルズラ・ブルクハルトは生まれながらに視覚障害を背負ったが，彼女の内面は闇に閉ざされ
てはいなかった。外面的な物質界こそ見えなかったが，幼少の頃から彼女には霊眼が開かれて
いて，霊界の住人たちが見えた
4 4 4
。それは伝説やメルヘンの中で語られてきた自然界の霊的存在
である。彼女にとって妖精や四大霊，すなわち土の精（Gnomen），水の精（Undinen），風の精
（Sylphen），火の精（Salamander）はあたりまえの存在であり，この生来の超感覚的知覚が彼女
の作品のリアリティを支えている（4）。
　『ツィトリーン』の主人公は土の精であるが，それに関して，ブルクハルトは次のように述べ
ている。
土の精は，不可視のまま創造しながら，硬化させるあらゆる諸力の中で働いている。彼らの
働きによって固体が生じる。それゆえ彼らの元素は土なのだ。土の特性が土の霊の本質を示
唆する。（…）土は固まっていて，硬く，重く，支えとなり，われわれがその上に立つ基盤
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である。土は安定していて，何かを守るようで，暗い。土は内部に，金属や，宝石，石油，
石炭のような宝物を宿している。土は根の故郷であり，植物の循環する生命を支える。その
安定性ゆえに土はただゆっくりと加工され，変化していく。不可視の宝として，土の中には
大いなる叡智が生きている。その叡智はあらゆる被造物の中に，自然法則の中に見出される。
土との結合によって人間は叡智を獲得する。（5）
このメルヘンに人間は直接登場しない。しかし，読者は自然の背後の霊的世界で活動する土の精
の世界へと導かれ，主人公とともに叡智を学んでいく。続いて，ブルクハルトは土の精の具体的
な形姿や性格ついて述べる。
土の精そのものが叡智である。（…）土の精の名称《Gnom》は《Gnosis》（認識）と同じ語
根から派生している。土の精の形姿を具象的に描くと，叡智の鳥，すなわちフクロウにいく
らか似たところがある。彼らはしばしばフクロウのような顔をした頭だけの存在として現れ
る。助言者として彼らは，誠実に努力している人間によい考えを与え，そのようにして難問
解決を助けてくれる。それに対して，愚かな人間や思い上がった人間には，彼らが無意味な
願望を満たし，軽率な発言に誑かされるようにしむけ，罰を与える。こうしたことは伝説や
メルヘンが語っている。土の元素の硬さは土の精を無慈悲にさせ，賢すぎるせいで，彼らは
嘲笑に喜びを見出し，思いやりに欠けることがままある。堅さは彼らにとって何の抵抗にも
ならない。彼らは土の元素中を泳ぎ抜け，駆け抜けていく。大地の内部の安全な所に彼らは
居を構える。彼らは人間と友達になりたがっていて，われわれから愛情が向けられるのを待
ち焦がれている。（これがメルヘンではよく小人が家事を助けてくれることになっている理
由である。）多面的な人間は土の精を偏向から救済しなければならない。彼らの偏向は，固
体を硬直するまで硬くしすぎる傾向に，財宝への嗜好によって貪欲になっていく傾向に，あ
るいは，賢すぎることによって悪戯に走る傾向に見られる。四大霊そのものには良心がな
い。彼らは人間の道徳的な挙動を頼りにしていて，それが彼らを導き，彼らに方向を与える
のである。（6）
上述のように，人間が登場しないことによって，このような人間と妖精との関係は，メルヘンに
登場する妖精たちの関係に置き換えられる。土の精が本来体現する叡智は，メルヘンの中では光
に象徴される。したがって，必然的にメルヘン的世界は善と悪を象徴する光と闇の対立という二
元的世界観によって成立する。純粋無垢な主人公の行動は光への憧れに貫かれており，彼の行動
は道徳性の象徴である。そして，土の精の偏向性は本来人間に備わる悪徳とともに，後で見るよ
うに，闇の世界に飲み込まれそうなモリオーンの姿に端的に表れている。物語は季節とともに進
行し，季節ごとに主人公に変容の契機が訪れる。
　季節は春，主人公の名はグラムジ（Gramsi），詳しい説明はないが，どうやら土の精の中でも
最下等の種族に属するらしい土
つちこびと
小人（Erdmännlein）である。彼は「他の土小人よりも小さく，
光への変容
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また華奢だが，その代わり，他の誰よりもすばしこい」（7）。土小人の役割は，大地を固めたり，
弛めたりすることにある。水中の魚のように地中を動き回るグラムジの技量に仲間たちは皆心の
中で感服しているが，それを面に出すことは決してない。彼らは小柄でやせっぽちのグラムジを
馬鹿にするばかりで，「嘲笑に喜びを見出し，思いやりに欠ける」土の精の悪い側面を示してい
る。この主人公と仲間の関係の中にすでに光と闇の対立が看取される。
　もともと地中は闇の世界で，「土」の属性である固さ，暗さ，重さは悪の象徴として解釈でき
る。それゆえ土小人たちは周囲の闇の力に取り込まれる危険に常にさらされている。グラムジの
仲間たちに見られる意地の悪さは，彼らの内部にすでに悪が忍び込んでいることを暗示する。そ
れに対して，グラムジの小さな身体は軽さの象徴であり，そこから生まれる素早さと器用さに
よって，彼は悪の象徴である重力をやすやすとはねのけている。軽い身体性に明るい精神性が加
わる。グラムジは仲間たちの嘲笑をものともせず，冗談として受け止め，ただ一緒になって笑う
だけである。底抜けの明るさと疑うことを知らない純粋さは内面的な透明性の表れであり，そこ
から生じる光への憧れが，以下に見るように，グラムジの外面的な身体の変容を促す。
　勤勉なグラムジは眠らない。仲間たちが群れになって眠っている間，彼は一人こっそりと別の
種族である光
ひかりこびと
小人たち（Leuchtzwerge）のあとをつけていく。光小人もまた眠らない。眠らない
ことによって，グラムジと光小人はすでに結びついている。眠りは，意識の喪失，すなわち内な
る闇を招来する。だから光の種族は眠らない，と解釈してよいであろう。
　光小人は土小人の先導者として彼らの行き先をランプで照らす役目なのだが，土小人が眠って
いる間は地中の水晶を照らし，その反射光を眺めるのを無上の喜びとしている。同じ喜びをもつ
グラムジは，「太陽のように金色に輝く石」（8）の前に立つのが最も好きである。この石が変容の
契機となる。なぜなら「小人の眼はそれが最も好んで見るもののようになる」（9）からである。グ
ラムジの眼は彼の大好きな石と同じ金色の光を宿すようになる。そんなグラムジを見て，土小
人たちは「おまえは俺たちとは別ものになった」，「おまえはもう俺たちの仲間ではない」（10）と言
う。最初は信じなかったグラムジだが，光小人に仲間として認められ，大きな水晶の洞窟に連れ
られて行く。無数の小さなランプに照らされた洞窟は燦然と輝き，まばゆい光に満ち，眩しさの
あまりグラムジは眼を覆わざるをえない。案内の光小人から，洞窟の光に耐えられるようになる
のが光小人の条件であり，その時，光小人にとって最も大切なランプを手にすることができる，
と告げられる。徐々にグラムジは光に耐えられるようになり，金色の瞳を通して光を吸収できる
ようになる。それによって自分でも気づかないうちに彼自身が明るくなっていく。春の祭典の日
に，光小人たちが洞窟に集まり，「おまえがここでランプを手に入れられるのはただの一度だけ
だ」（11）という警告とともに，グラムジは自分のランプを選ぶことを許される。彼が他の光小人に
続いて洞窟を出て行こうとしたとき，光小人の長老が「おまえは光小人として新たに生まれたの
だから，新しい名前ももらわなければならない」（12）と告げる。「僕は，僕の眼を変えてくれた，
あの石と同じ名前でよばれたい」（13）とグラムジは歓声を上げる。かくして，グラムジは光小人
ツィトリーン（黄水晶）となる。
　グラムジ（Gramsi）という名前は，そもそも作中，土小人を主語にする動詞としてたびたび
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使われる《gramseln》からの創造であろう。『グリム・ドイツ語辞典』によれば，《gramseln》は
スイス方言で小動物や昆虫などが「うごめく，ウヨウヨする」（wimmeln），あるいは「のたく
る，ゴソゴソ這う」（krabbeln）を意味する（14）。他に「むず痒い」という意味もあるが，作者は
もっぱら土小人が土を「掘る」という意味で使っている。いずれにせよ，この動詞が喚起するイ
メージは地中で集団になってうごめく
4 4 4 4
土小人たちにこそふさわしい。それゆえ光小人の長老は，
「光小人にグラムジという名前はありえない」（15）と言う。それに対して，黄水晶を意味するツィ
トリーン（Zitrin）は，作中でも「太陽のように金色に輝く石」と呼ばれているように，光と透
明性を連想させる。ドイツのインターネット・ページ「石の治療学」には様々な鉱物の魔術的力
が紹介されているが，黄水晶について次のような興味深い記述がある。
黄水晶は個性，自信，元気を霊的に促進する。黄水晶はダイナミックな力を与え，変化や，
新たな経験，自己実現への願望を高める。黄水晶は生きる喜びを魂にもたらす。（16）
このような黄水晶の象徴的な力を作者は知っていたと思われるが，「ツィトリーン」は土小人の
集団から独立し，今や自己実現の道を歩みはじめた光小人にまさにうってつけの名前であろう。
　主人公の変容はこれで終わりではない。光小人の「光」はランプに，すなわち外的な光に集
約されている。だから長老をはじめ，光小人たちは皆ツィトリーンに対してランプを守ることの
大切さを再三強調する。換言すれば，これは光小人が外的な光に頼っている存在であることの証
である。ツィトリーンはすでに瞳に光を宿し，内なる光の力を感じているが，光そのものではな
い。次なる変容は光そのものになることだが，そのためには外的な光の必要性から解放されなけ
ればならない。それゆえ，次に見るように，ツィトリーンはランプを失うことになる。それは闇
の力，悪との出会いによって生じる。
2 ．光への変容
　ツィトリーンがランプを失う情況をまずは考察してみよう。季節の移ろいとともに，妖精には
新たな憧れが生まれる。夏至が近くなってくると，光小人の内面には「陽光への憧れ」（17）が生じ
る。夏至の太陽祭を祝うために，ツィトリーンの足は自然に地表へと向かい，そこで災難に見舞
われる。地表に出たツィトリーンは，地中から「おい，上にいるおまえ，俺を引き上げてくれ」（18）
という声を聞く。声の主が前述のモリオーンである。ツィトリーンは一人で地表に出られないモ
リオーンを掘り出す羽目に陥る。その際，ツィトリーンは両手を使わざるをえなくなり，大切
なランプを手放してしまう。そこへカササギがやって来て，羽ばたきでツィトリーンを吹き飛ば
す。ツィトリーンが戻ると，ランプがなくなっていて，モリオーンの姿も消えている。
　小柄で俊敏なツィトリーンとは対照的に，モリオーンは大柄で，太っていて，自力で地表に出
られないことでも明らかなように，鈍重で，重力に負けている。横柄な態度や，命令口調には性
格の悪さがにじみ出ている。太陽祭には何の興味もなく，「おいらは地上でたらふく喰らって，
光への変容
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花や実から甘い汁をすすりたいんだよ」（19）という理由で地上に出てきた。精神性や道徳性のかけ
らもなく，動物的本能と直結した欲望に束縛されていることがわかる。
　「モリオーン」（Morion）は煙水晶または黒水晶を意味する。黄水晶が光を通して金色の光を
放つのに対して，煙水晶や黒水晶の光の透過性は低く，発する光も暗い。名前自体が闇の力の強
さを象徴している。その力は黒い斑点となってモリオーンの体中に現れている。それを見て心配
したツィトリーンの「どうか君の全身が真っ黒になりませんように」という祈りに対して，モリ
オーンは「おいらの先祖の誰かがテントウ虫と親戚だったのさ。黒い斑点は高貴な生まれの証拠
だぜ，覚えときな」とうそぶく（20）。虚偽もまたこの怪異な土の精の特性のようだ。
　ランプがなくなっていることに気づいたツィトリーンの頭上でカササギが嗄れ声で嘲笑う。
モリオーンは，大きな土の精は，光を放射するものすべてを憎んでいる。だから，あいつは
光小人からランプを奪うのが好きなのさ。あたいはちょっぴり風を加えただけ。あんたはモ
リオーンを土から出してはいけなかったのよ。（21）
カササギ（Elster）には，比喩的に「おしゃべり女」という意味があり，常套句として《diebische》
という形容詞を伴えば「手癖の悪い女」という意味になる。カササギが飛び立った後，ツィト
リーンは「誰が泥棒なのだ。鳥なのか。モリオーンなのか」（22）と自問するが，犯人の特定はさほ
ど重要ではない。注目すべきは，意識的な悪
4 4 4 4 4（23）との出会いが彼の運命を変えたという事実であ
る。地中から地上に出たツィトリーンは，さらに上方へ，つまり空へと向かっていくことにな
る。
　意気消沈するツィトリーンに声をかけ，慰めてくれるのが花に住む青の妖精（Blauelfe）と陽
光を自由に操る金の妖精（Goldelfe）である。彼らは風もしくは空気の精（Sylphen）に属し，生
来の飛行能力を有している。ブルクハルトは「（空気の）軽さは土の重さの反対である」と述べ，
空気の精を「愛の霊」と呼び，その愛は「無私」であると言う（24）。ランプを失ったツィトリー
ンは，同時に光小人としての資格も失い，もはや地中に帰ることができない。残された道は，金
の妖精が言うように，彼自身が光になるほかない。金の妖精はその可能性をツィトリーンの身体
の中で最も明るく，光に近い，金色の眼に認める。しかし，今はその眼も悲しみで暗くなりがち
である。そこで，ツィトリーンを元気づけるために，青の妖精がハープを奏でる。音楽が軽さと
明るさを喚起するのだ。ハープの調べに呼応して，あちこちの野の花から妖精たちの奏でる楽音
や歌声が流れ出す。金の妖精もまた陽光でフルートを創り，合奏に加わる。いつしかツィトリー
ンの周りに妖精たちの輪ができている。
　集まってきた妖精たちに青の妖精が事情を説明し，金の妖精が次のように提案する。
彼自身が光にならなければなりません。（…）でも，何かになることは何かをすることでは
ありません。彼は掘ることも照らすことも含めてすべてを忘れなければなりません。彼はす
べてを解き放さなければなりません。慣れ親しんだ大地からも離れなければなりません。そ
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して，彼は私たちの踊りの輪に身を任せて運ばれていかなければなりません。私たちが今晩
の飛行に出かけるとき，彼を踊りの輪に包み込んで，一緒に連れて行きましょう。（25）
飛翔するためには，忘却と解放によって，身軽にならなければならない。しかしツィトリーンに
とって，それは未知の世界への旅であり，不安を抑えられない。不安や恐怖のような重苦しい
感情は飛翔を妨げ，落下を招くおそれがある。赤の妖精（Rotelfe）は，火の精との混合存在で
あるがゆえに，気性が激しく，最初から何かとツィトリーンにつらく当たるが，「不安は重くす
る。彼は私たちの輪舞から落っこちるか，私たちをも巻き込んで深みへと落としてしまうでしょ
う」（26）と難癖をつけ，それに他の妖精たちも賛同する。そこで金の妖精は次のような一見謎めい
た言葉で説得する。
私たちは彼を冬の星々のところまで一緒に連れて行かなければなりません。彼らは私たちよ
りも生成についてよく知っています。私たちはすでに生成したものの世話をするのです。（26）
妖精たちはもっぱら植物とともに暮らし，植物の生長に霊的に関わっている。植物の生長は，種
にはじまり，根や，茎，葉，花へと生成しながら，再び種へと回帰する。種は植物のアルファで
あると同時にオメガである。そして，たいていの植物の種は冬の間地中にありながら，春に芽吹
くのを待っている。冬は生成のための神秘に満ちた準備期間にほかならない。この間，天にあっ
てすべてを見通し，生成の秘密を知っているのが「冬の星々」（Wintersterne）なのであろう。
妖精たちは「すでに生成したものの世話をする」ことができても，生成させることはできない。
しかし，彼らは生成の途上にあるツィトリーンを助けて，「冬の星々」まで運ぶことはできる。
　この言葉を聞いて，本来「無私の愛」を使命とする妖精たちは納得する。優しい青の妖精が
ツィトリーンをヴェールに包み，その周りを他の妖精たちの輪舞が囲みながら，旅は続いてい
く。旅の途上で出会った月の妖精（Mondfee）は「あなたたちは冬の星々のところまで飛んでい
く必要はありません」と言い，「竜星への道の賢者たちがあなたたちを助けてくれますよ」（27）と
助言を与える。賢者たちは雲に姿を隠し，声だけが聞こえる。妖精たちが事情を説明すると，賢
者の一人が「ツィトリーンはランプの喪失が贈り物であることを学ばなければならない」（28）と答
える。この言葉を聞き，いぶかしがるツィトリーンに対して，賢者は「おまえは何かをなくし
た（…）でも，その返却を願ってはならない。さもないと，おまえは再び重くなり，落ちてしま
う」（29）と忠告する。賢者のまたもや謎めいた言葉は何を意味しているのだろうか。
　すでに述べたように，ランプは外的な光であり，ランプを失うことによって，ツィトリーンは
さらなる変容の可能性をえた。つまり，喪失によって，新たな可能性という「贈り物」を手に入
れたのだ。それは内なる光を強め，光そのものになることだった。そのためには，金の妖精の
言うように，ツィトリーンはあらゆる執着心を捨てて，外的なものをすべて解き放つことによっ
て，軽くならなければならなかった。外的なものには，過去の自分自身も含まれる。自分のすべ
てを妖精たちの輪舞にあずけ，運ばれていくことは，いわば自己放下のための行のようなものだっ
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たのだ。
　賢者たちの教えを受けた後，ツィトリーンと妖精たちは再び地上に帰る。季節は秋になり，人
間たちが収穫祭もしくはミカエル祭を祝うとき，妖精たちは竜星への道の賢者たちの祭を祝う。
賢者たちの教えは先に見た金の妖精の謎めいた言葉と関連している。教えに従って，ツィトリー
ンと妖精たちはありとあらゆる種を地中に埋める。冬の到来とともに，妖精たちはみな眠りにつ
くが，ツィトリーンは一人，地中へと下っていく。彼に与えられた使命は，小さな種の霊をただ
ひたすら見守ることである。やがて人間たちがクリスマスを祝い，妖精たちが「地中の太陽の種
子の祭」（30）を祝うとき，ツィトリーンは再び変容する。大きな翼をもち，黄金色に輝く「聖ヨハ
ネ祭の小人」（Johannimännlein）（31）になったのだ。彼の所にやってきた聖ヨハネ祭の小人がこの
生成の秘密を明かす。これは妖精とともにツィトリーンが辿ってきた旅の総括である。
わかるかい，生成した者よ。君はすべてを解き放した。妖精の助けで慣れ親しんだ大地から
も離れた。それから君は慣れ親しんだものの中へ帰ってきた。でも，その中で君は以前と同
じようには生きなかった。不可視のものに君は身を捧げた。生命の光の中で，君の全身は金
色になった。そして，あらゆる外的行為を放棄することによって，君の翼は生えてきた。地
中の太陽の種子のための祭のとき，聖ヨハネ祭の小人になることができるのだ。（32）
クリスマスは真冬である。大地は凍てつき，地表の草花は枯れている。しかし，眼には見えない
が，地中の種の中では春を待つ生命が息づいている。これが「地中の太陽の種子」なのだ。外的
なものをすべて放棄し，この「太陽の種子」を見守ることは，自然界の生命を司る不可視の霊的
なものへの帰依にほかならない。この帰依によって，ツィトリーンは自ら光り輝く存在へと変容
したのである。
　ところで，クリスマスは冬至に近く，聖ヨハネ祭は夏至に近く，季節的に正反対である。ツィ
トリーンは，聖ヨハネ祭の頃にランプを失い，クリスマスに聖ヨハネ祭の小人になった。昼が最
も長くなる夏至に太陽の力は最も強く，反対に，夜が最も長くなる冬至に太陽の力は最も弱い
と言える。しかしながら，ランプと同様，太陽もまた外的な光である。それに対して，地中の種
によって象徴される内的な霊的太陽は，外的な太陽とは正反対の関係にあると考えられる。つま
り，後者の力が最も弱まる冬至に前者の力は最も強くなるのだ。クリスマスは霊的な聖ヨハネ祭
であり，これが聖ヨハネ祭の小人がクリスマスに誕生する理由なのかもしれない。
3 ．悪の変容
　ツィトリーンにとって悪との出会いが光への変容の契機となった。作者ウルズラ・ブルクハル
トにとっては，悪の意識化が彼女を人智学へと導く契機となった。彼女は人智学と出会った経緯
を《ES》と題された短いエッセイの中で語っている。それは彼女の学生時代のある体験からは
じまる。
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高校生の頃，さらには大学時代にも，詩の分析を強いられると，しばしば私は苦痛を味わっ
た。偉大な詩人の言葉は私の中に至福の感情を呼び起こした。彼らの形成力は私を驚嘆さ
せ，私自身が創作する刺激になった。そうした詩人たちの言葉がたいていの教師や教授たち
の手にかかると，私は氷水を浴びせかけられたような気がした。彼らの考えは本当に私の身
体を凍えさせた。その考えは，何か冷たく，四角張ったような，生命を欠いたもののように
感じられた。それから解放されるために，私はロボットじみた存在を粘土で創りはじめた。
それらは四角くて，空ろな眼窩と出っ張った歯をもつ髑髏―ただし一度として生命をもっ
たことのないような髑髏だった。私の燃えるような感激にも私は形を与えようと試みた。今
度はどちらかといえば三角形のような存在ができあがった。それらは胴体も頭もなく，もっ
ぱら翼と燃え上がる炎でできていた。そのように，これらの存在を私の内から外へ取り出
し，客観的に観察できるようになると，私はそれらもまた私の教師や教授たちの冷たい氷の
ような形姿よりもよいものではないことに気づいた。私はすべてを押し殺してしまう知性と
あまりに燃え上がりやすい感激の間にバランスを取ることを人間として学ばなければならな
いということがわかった。ただそうすることによってのみ，本当の人生が可能であると私は
そのとき洞察した。そこで新たに私の中にわき上がってきたものを私は群像として形作っ
た。片側に赤い 製の火のような翼が炎を上げ，別の側では四角くて暗い形姿が氷のような
冷たさを放っていた。中央には人間が直立して，十字架の形になるように腕を広げていた。
この小さな群像を形作り，思い浮かべることは，私がバランスを取ろうと努力するのに役
立った。（33）
冷たすぎる知性と熱すぎる感情という二つの過激な力のほかに，彼女はもう一つの悪の力に苦し
められていた。その力は造形不可能であり，言葉で表現することもできなかった。彼女はそれを
《ES》または「第三の悪」と名づける。それは「そもそも想像可能なものの中で最も恐ろしいも
の」，「破壊そのものであり，形あるものすべてを吸収するか，あるいは解消してしまう怪物」で
ある（34）。
　この力の具体例として，彼女はパリでスラブ学を勉強していたときの体験をあげている。ある
晩，若いロシア人たちの派遣団との交流会が催された。彼女たち学生は，ロシア語の能力を試せ
るよい機会だと期待してその場に臨んだ。ところが，ロシアの若者たちには全く自由が感じられ
ず，ただ教え込まれたような役割に徹し，個人的な交流を完全に避けていた。彼女が会話した男
子学生にいたっては，名前を明かすことさえ拒否し，あまつさえ「私」という言葉を一度も使わ
なかった。ブルクハルトは直接言及していないが，唯物論的世界観に基づき，人間を機械のよう
にしてしまう旧ソ連の社会構造の中に，個性を剥奪し，自我を破壊してしまう，恐るべき《ES》
を見たのであろう。
　彼女にとってこの力に対抗する唯一の助けは祈りだった。祈りの中で彼女は「太陽のような形
姿が《ES》と入れ替わり」，「その形姿の中に生命と愛の諸力が感じられ，キリストの何かを感
じた」と述べる（35）。この頃，彼女には人智学運動の青年グループに属する友人が何人かいた。
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上述の彼女の群像は，ルドルフ・シュタイナーが自らデザインし，彫刻家エディス・マリオン
（1872―1924）とともに制作した群像彫刻「ルツィファーとアーリマンの間の人類の代表者」（36）を
思い起こさせる。全盲の彼女はもちろんシュタイナーの彫刻も絵画も見たことがなかったが，彼
女の両親の知り合いが彼女の作品を見て，シュタイナーの影響を受けているのかと質問すること
が度々あった。それが度重なるので，最初は人智学に対して消極的態度を取っていた彼女の両親
も，彼女が友人と一緒にゲーテアーヌムに行くことを許したようだ。
　こうして彼女はシュタイナー作の群像彫刻に実際に手で触れることができた。そのときの感動
を彼女は次のように述べている。
（‥）私が最も深い感銘を受けたのはルツィファーとアーリマンの間に立つキリストの表現
だった。そのとき私は「第三の悪」をどうしたら克服できるかという問題に対する答と私の
小さな 製の群像をより完全なものに形成する方法を見出した。そこでは私の塑像のように
人間が硬直するとものと燃焼するものとの間に十字架にかけられたように立ち，ひきつった
ようにバランスを取ろうとしているわけではなかった。キリストは自ら調和と完全性を示し
ながら，二つの対立者の間に立っていた。彼は彼らと戦って，体勢を守る必要はなかった。
彼は彼らのために，彼らを救済するためにそこにいた。（…）腕のポーズを通して，キリス
トは硬直するものに自らを解放する力を与え，飛散するものが内的な安定性を獲得するのを
助けようとしていた。しかし，「第三の悪」はどこにいたのか。これも私にははっきりとわ
かった。キリストが愛しながら，救済しながら，生命を与えながら，立っている所で，「第
三の悪」が活動することはまったく不可能であり，それゆえ感知されなかったのだ。キリス
トの太陽のような形姿は，破壊し，吸収する怪物がいる場所の上に立ち，そのまま怪物が立
ち現れるのを防いでいた。人間の諸力では絶対にできないようなことも彼ならできた。彼の
永遠の生命は破壊に打ち勝った。勝利は祈りの短い瞬間だけではなく，ずっとあったのだ。
彼が群像の中で安定した，継続する現実性として立っていたのだから。その場所に私はただ
戦う人間を形作っただけだった。そして，その場所にキリストがあらゆる人生の中でも立っ
ていなければならない，と私は洞察した。なぜなら人間は一人で戦えないからである。常に
キリストを見上げ，彼が硬化するものを解放し，気化するものに形を与え，破壊する《ES》
を永遠の生命に変容させることを受け容れる者だけが勝利するであろう。（37）
シュタイナーが形作った彫像の中に，ブルクハルトは霊的太陽として，すべてを愛に包み，悪を
も永遠の生命に変容させるキリストの形姿を見出した。そして，彼女はキリストが「人類の代表
者」として人類すべての内なる太陽となることを要請しているのである。
　メルヘンの末尾近くで，作者は，地球そのものが輝く霊的太陽となって，すべての悪をも光に
変える未来を暗示している。聖ヨハネ祭の小人となったツィトリーンは，再び春がめぐってきて，
妖精たちよりも遠い所をめざして飛び立つ。金の妖精が彼の後を追う。彼は下界の遙か彼方でカ
ササギのしわがれ声を聞いたような気がして，次のような思いを抱く。
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「カササギが飛んでいる」，彼は考えた，「そして，ひょっとしたらモリオーンまた地中から
出てきているかもしれない。ぼくたちは光の中に生きている。でもモリオーンは，もしも暗
い斑点だけではなくて，いつか全身まっ黒になってしまったら，もしも光を通さない石のよ
うになってしまったら，どうなってしまうだろうか。」（38）
近くを飛んでいた金の妖精はツィトリーンの心の中を読み取り，次のように答え，その言葉に
よって彼は文字通り明るい未来を確信する。
「ツィトリーン」，彼女は言った，「私たちは光の中で私たち自身のためだけに働いているわ
けではないのよ。いつか地球全体が明るくなれば，光小人も土小人もランプがもう要らなく
なる。そのときには，モリオーンもカササギも盗めるものはもう何もなくなってしまう。そ
うしたら，彼らも何か別のことをしなければならなくなる。」「彼らもまたぼくらと一緒に，
ぼくらを通して，明るくなるべきだろう」，ツィトリーンは歓呼した，「そうなれば，水晶の
洞窟から出てきたときのぼくのように，彼らは自分に新しい名前をつけるだろう。」（39）
光に照らされれば，闇はもはや闇ではない。闇は光の欠如にすぎない。光さえ絶やさなければ，
悪もいつか善に変わるときがくる。ツィトリーンがそう気づいたとき，モリオーンに対する心配
は消える。未来への喜びと期待に満たされて，彼はさらに明るく，さらに軽くなっていくのである。
おわりに
　このメルヘンの中では，ここまで考察してきたように，光と闇，善と悪という二元的世界が
生成と変容の原理によって光と善の世界に統合されるうることが示唆されている。それは詩的
に創造された未来への希望にほかならない。ルドルフ・シュタイナーは人智学と同義で霊学
（Geisteswissenschaft）という言葉を用いるが，霊学＝人智学の本質について，ある講演の中で
聴衆に向かって次のように語っている。
（‥）霊学は単なる世界観ではありません。霊学とは，それなしでは，人間がその不死なる
部分において不死なる世界の何かを知ることのできないものなのです。ある実質的な力が霊
学の中にはあります。その力は一つの現実として魂の中に流れ込んでくるものなのです。そ
して，皆さんがここにお座りになり，霊学を実行されることによって，皆さんは何かを学ぶ
だけではなく，何かに向かって成長しているのです。霊学によって皆さんは，霊学以外によっ
てはなれないであろう，何かに生成するのです。これが霊学と他の世界観との違いなのです。
他の世界観はすべて知識に関わりますが，人智学は人間の存在に関わるのです。（40）
霊学は物質界を超えた「不死なる世界」，すなわち霊界を探求する学であると同時に，人間が自
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分自身の「不死なる部分」，すなわち霊を自覚し，認識する学でもある。しかしながら，その認
識のためには単なる物質的人間から霊的人間への成長，生成が前提となる。人智学は人間存在の
ものの変容を促し，要請する。光に憧れ，重力を克服していく，ツィトリーンの形姿はその勇気
の象徴にほかならない。
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